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新しい天敵資材として期待が高い「バンカーシート」
（７面）

ア
メ
リ
カ
で
の
和
歌
山
産
柿
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の

試
食
会
で
出
さ
れ
た「
あ
ん
肝
の
み
ぞ
れ
柿
あ

ん
か
け
」（
３
面
）

東日本大震災被災地を訪問し、福島県伊達市のJAふくしま未来の菅野孝志組合長㊨からあんぽ工房
みらいの説明を聞く長澤豊会長㊥と福島県本部運営委員会の大橋信夫会長（２面）
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このキャラクターの詳細は紙面のどこかに…

ＪＡズームイン（ＪＡごとう）
県本部だより（滋賀県本部）
ニュース＆トピックス（園芸部、広島県本部）
ニュース＆トピックス（営農・技術センター、生産資材部）
コミュニケーション（燃料部、ＪＡタウン）

アメ
リ
カ
で
和
歌
山
県
産
柿
Ｐ
Ｒ
イ
ベン
ト

3面

2
面長澤会長が東日本大震災被災地訪問



　昨年10月に日本産柿の対米輸出が解禁されたことを受けて1月12日、アメリカ西海岸ビバリーヒルズに
ある全農の高級日本食レストランShiki Beverly Hillsで、和歌山産柿のＰＲイベントが開催されました。

 【全農アメリカ㈱】

　このイベントはジェトロ（日本貿易振
興機構）が主催し、食品卸売業者や
レストランのシェフ、量販店のバイヤー
など約30人を招いてセミナーと試食
会が行われました。
　この日提供された柿は、収穫量日
本一を誇る和歌山県のＪＡ紀北かわ
かみが出荷したもので、宮崎卓郎代
表理事組合長から、生産者が土壌・
水分管理や樹の選定・摘果を手作
業で丁寧に行っていること、厳しい選

果基準による品質の安定に努めて
いること、そして糖度や栄養価の高さ
について説明しました。
　試食会では、Shiki Beverly Hills
の杉山料理長が、和歌山産柿の甘
みを最大限に引き出すべく腕を振る
い、和歌山産の梅酒を使った柿パン
チ風に始まり、あん肝のみぞれ柿あ
んかけ、柿の天ぷら、サケの棒ずし、
柿の酢じめ載せ、柿寒などの柿のフ
ルコースで参加者らを魅了しました。

　参加したレストラン関係者は「大
ぶりで、ツヤがあって甘い。デザート
だけでなくて、さまざまな料理に活用
できそうだ」と感想を述べていまし
た。
　日本産の柿は、すでにバンクー
バー（カナダ）や香港、タイ、マレーシア
で販売され好評を得ており、アメリカ
への輸出も解禁されたことで、新たな
市場の開拓に期待が寄せられてい
ます。

ビバリーヒルズの全農和食レストランに
卸売業者ら30人を招きセミナー、試食会

　柿のフルコースに舌鼓を打
つレストランのシェフら　あん肝
のみぞれ柿あんかけ　柿とくら
げの胡麻酢あえ　柿の天ぷら

和歌山産柿のおいしさを説明するＪＡ紀北かわかみの宮崎組合長（後方左）

アメリカで
和歌山産柿の
PRイベント
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　全
農
経
営
管
理
委
員
会
の
長
澤
豊
会
長
は
、年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
東
日
本
大
震

災・福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
地
の
宮
城
、福
島
両
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。
　【広
報
部
】

　
昨
年
12
月
27
日
に
、宮
城
県
内
の
Ｊ
Ａ

み
や
ぎ
亘
理
や
亘
理
町
役
場
、Ｊ
Ａ
南
三

陸
な
ど
５
カ
所
を
回
り
復
興
状
況
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
み
や
ぎ
亘
理
で
は
村
山
裕
一
組
合

長
か
ら
管
内
の
農
業
復
興
状
況
に
つい
て
話

を
う
か
が
い
、長
澤
会
長
は「
全
農
は
改
革

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
って
取
り
組
ん
で
い
く
。

特
に
営
業
力
強
化
が
大
事
だ
。注
目
し
て
い

て
ほ
し
い
」と
述
べ
、こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
なっ

て
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、亘
理
町
の
齊
藤
貞
町
長
を
表

敬
訪
問
、町
の
観
光
資
源
で
あ
る
温
泉
を

活
用
し
、農
業
振
興
や
町
の
復
興
に
つ
な
げ

た
い
な
ど
の
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
管
内
の
イ
チ
ゴ
団
地
や
、や
ま
も
と
ファ
ー

ム
み
ら
い
野
の
ト
マ
ト
団
地
も
視
察
し
ま
し

た
。

　
最
後
に
Ｊ
Ａ
南
三
陸
本
店
を
訪
問
し
、

遠
藤
一
男
組
合
長
か
ら
パ
ン
フ
レッ
ト
に
基

づ
い
て
復
興
の
経
過
説
明
が
あ
り
、「
全
農

に
は
災
害
発
生
当
初
か
ら
支
援
い
た
だ
い
て

お
り
感
謝
し
て
い
る
。し
っ
か
り
と
し
た
取

り
組
み
の
お
か
げ
で
農
地
面
積
は
震
災
前

と
比
較
し
減
少
し
て
い
る
が
、Ｊ
Ａ
の
利
用

者
は
震
災
前
よ
り
増
え
て
い
る
」と
いっ
た

長
澤
会
長
が
東
日
本
大
震
災
被
災
地
訪
問

「
す
べ
て
は
組
合
員
の

 

た
め
に
」支
援
を
約
束

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、1
月
12
日
に
は
福
島
県
内
の
復
興

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。伊
達
市
に
あ
る

J
A
ふ
く
し
ま
未
来
管
内
で
平
成
28
年
に

稼
働
し
た
あ
ん
ぽ
柿
原
料
加
工
施
設
で
は
、

福
島
県
本
部
運
営
委
員
会
の
大
橋
信
夫
会

長
、同
J
A
の
菅
野
孝
志
組
合
長
か
ら
取

り
組
み
の
説
明
が
あ
り
、「
工
房
が
稼
働
し
、

あ
ん
ぽ
柿
の
生
産
基
盤
は
回
復
し
つつ
あ

る
。地
元
の
雇
用
創
出
に
も
役
立
って
い
る
」

と
大
橋
会
長
か
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。長

澤
会
長
は
、「
今
後
も
農
家
の
要
望
を
把
握

し
、『
全
て
は
組
合
員
の
た
め
に
』な
る
支
援

を
し
て
い
く
」と
の
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
津
波
被
害
地
域
の
相
馬
市
で
水

稲
や
大
豆
な
ど
81
㌶
を
栽
培
し
て
い
る「
飯

豊
フ
ァ
ー
ム
」、南
相
馬
市
で
遊
休
農
地
を

再
生
し
、タ
マ
ネ
ギ
5・5
㌶
を
作
付
け
て
い

る「
豊
か
な
福
島
を
つ
く
る
豊
福
フ
ァ
ー
ム
」

を
訪
問
し
ま
し
た
。飯
豊
フ
ァ
ー
ム
で
は
、東

京
農
大
の
後
藤
逸
男
名
誉
教
授
が
除
塩
指

導
を
行
って
成
果
を
上
げ
て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、長
澤
会
長
は
同
大
学
の
出
身
で

あ
る
こ
と
に
触
れ「
東
京
農
大
が
現
場
に

入
って
い
る
話
を
う
れ
し
く
思
う
」と
述
べ
、

産
学
連
携
の
重
要
性
に
も
言
及
し
ま
し

た
。

　
全
農
は
今
後
と
も
災
害
か
ら
の
復
旧・復

興
に
向
け
て
、被
災
地
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

福島県伊達市でJAふ
くしま未来の菅野組合
長㊨からあんぽ工房
みらいの説明を聞く長
澤会長㊥と福島県本
部運営委員会の大橋
会長

宮城県ＪＡみやぎ亘理
管内のやまもとファー
ムみらい野でトマト団
地を視察する長澤会
長（右から３人目）ら

22018 2.5 vol.831

JA
 Z

ennoh W
eekly

特　

  

集



　昨年10月に日本産柿の対米輸出が解禁されたことを受けて1月12日、アメリカ西海岸ビバリーヒルズに
ある全農の高級日本食レストランShiki Beverly Hillsで、和歌山産柿のＰＲイベントが開催されました。

 【全農アメリカ㈱】

　このイベントはジェトロ（日本貿易振
興機構）が主催し、食品卸売業者や
レストランのシェフ、量販店のバイヤー
など約30人を招いてセミナーと試食
会が行われました。
　この日提供された柿は、収穫量日
本一を誇る和歌山県のＪＡ紀北かわ
かみが出荷したもので、宮崎卓郎代
表理事組合長から、生産者が土壌・
水分管理や樹の選定・摘果を手作
業で丁寧に行っていること、厳しい選

果基準による品質の安定に努めて
いること、そして糖度や栄養価の高さ
について説明しました。
　試食会では、Shiki Beverly Hills
の杉山料理長が、和歌山産柿の甘
みを最大限に引き出すべく腕を振る
い、和歌山産の梅酒を使った柿パン
チ風に始まり、あん肝のみぞれ柿あ
んかけ、柿の天ぷら、サケの棒ずし、
柿の酢じめ載せ、柿寒などの柿のフ
ルコースで参加者らを魅了しました。

　参加したレストラン関係者は「大
ぶりで、ツヤがあって甘い。デザート
だけでなくて、さまざまな料理に活用
できそうだ」と感想を述べていまし
た。
　日本産の柿は、すでにバンクー
バー（カナダ）や香港、タイ、マレーシア
で販売され好評を得ており、アメリカ
への輸出も解禁されたことで、新たな
市場の開拓に期待が寄せられてい
ます。

ビバリーヒルズの全農和食レストランに
卸売業者ら30人を招きセミナー、試食会

　柿のフルコースに舌鼓を打
つレストランのシェフら　あん肝
のみぞれ柿あんかけ　柿とくら
げの胡麻酢あえ　柿の天ぷら

和歌山産柿のおいしさを説明するＪＡ紀北かわかみの宮崎組合長（後方左）

アメリカで
和歌山産柿の
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ＪＡごとう
（長崎県）

概要 平成29年3月31日現在

正組合員数　　　　 　　   3943人
准組合員数　　　　 　 　 8891人
職員数                       387人
販売品取扱高            51億6千万円
購買品取扱高          45億3千万円
貯金残高  　          569億2千万円
長期共済保有高     3167億2千万円
主な農産物　　　　畜産、塩蔵高菜、  
　    ブロッコリー、スナップエンドウ、
　　 中玉トマト

島
の
農
業
の
継
続
・
振
興
へ

地
域
に
密
着
、つ
な
が
り
強
化

　
肉
用
牛
増
頭
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
を
活
用
し
、
昨
年
度
末
ま
で

に
5
6
0
頭
規
模
の
賃
貸
牛
舎

を
建
設
、
今
年
度
は
5
5
0
頭

規
模
の
賃
貸
牛
舎
と
3
0
0
頭

規
模
の
第
2
子
牛
共
同
育
成
施

設
を
建
設
中
で
す
。

　

園
芸
部
門
で
は
、
農
家
の
高

齢
化
や
離
島
が
抱
え
る
輸
送
コ

ス
ト
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
を
乗
り
越
え
る
べ
く
、軽
量
・

高
単
価
品
目
の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
な
ど
豆
類
や
、
1
次
加
工

し
体
積
を
減
ら
し
た
塩
蔵
高
菜

生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
の
つ
な
が
り
強
化
や

地
域
住
民
に
協
同
活
動
や
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

高
の
約
6
割
を
占
め
る
畜
産
業

は
繁
殖
が
主
で
、
五
島
家
畜
市

場
に
は
年
間
約
3
0
0
0
頭
の

子
牛
を
上
場
し
て
お
り
、
購
買

者
の
評
価
が
高
い
市
場
で
す
。

J
A
と
の
関
わ
り
が
薄
い
方
々

に
対
し
て
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

栽
培
面
積
の
維
持
・
拡
大
を

目
的
と
し
た
生
産
経
費
支
援
や

農
家
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
お
け

る
生
産
資
材
の
計
画
・
予
約
購

買
の
徹
底
、
さ
ら
に
地
元
農
畜

産
物
の
6
次
産
業
化（
昨
年
10

月
か
ら
レ
ト
ル
ト
食
品
の
販
売

開
始
）な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
で
農
業
所
得
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
独
自
に
創
設
し
て
い
る
後
継

者
育
成
対
策
積
立
金
事
業
で
は
、

農
業
高
校
、
農
業
大
学
校
就
学

時
の
奨
学
金
貸
与
や
青
年
部
が

取
り
組
む
婚
活
イ
ベ
ン
ト
費
用

の
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

佐賀県

長崎県

　
J
A
ご
と
う
は
、
肉
用
牛
を

中
心
に
高
菜
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン

ド
ウ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を

生
産
し
て
い
ま
す
。販
売
品
取
扱

と
を
目
的
に
、毎
年
恒
例
の
農
業

ま
つ
り
の
開
催
に
加
え
、
近
年

で
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
少
年
サ
ッ

カ
ー
、少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）の

開
催
や
地
域
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

へ
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
高
齢

化
で
衰
退
が
み
ら
れ
る
五
島
を

元
気
づ
け
る
と
と
も
に
、
地
域

住
民
か
ら
の
評
判
も
上
々
で
、

JA
 Z

ennoh W
eekly

J
A
ズ
ー
ム
イ
ン

福江みなとまつり
でＪＡごとうをＰＲ

購買者から
評価が高い
五島家畜市
場せり市

力を入れる塩蔵高菜漬け込み㊧と６次産業化で販
売を始めたレトルト食品

肉
用
牛
増
頭
へ

賃
貸
牛
舎
を
建
設

生
産
経
費
支
援
や
独
自
の

後
継
者
育
成
対
策
積
立
金

ＪＡごとう直売所「産直市場 五島がうまい」のイメージキャラクター。五島のおいしい特産品を全国にアピール
すべく奮闘しているブチ猫さん。農家で牛も育てています。調理師免許も持っていて、料理が得意。ごとうさん 42018 2.5 vol.831



県
本
部

だ
よ
り

滋賀県本部

モ
デ
ル
圃
場
を
研
修
の
場
に
も

ほ 

じ
ょ
う

　
滋
賀
県
本
部
は「
農
家
組
合
員

の
所
得
増
大
」に
向
け
た
取
り
組

み
の
一
つ
、「
生
産
か
ら
販
売
ま

で
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
メ

ニ
ュ
ー
」の
中
で
、
今
年
度
か
ら

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム「
Ｆ
Ｏ

Ｅ
Ａ
Ｓ
」の
導
入
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
県
内
２
カ
所
に
モ
デ
ル

圃
場
を
設
け
検
証
し
、営
農
モ
デ

ル
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。こ
の

取
り
組
み
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、Ｊ
Ａ
や
県
本
部
職
員
の

営
農
に
関
す
る
研
修
の
場
と
し

て
も
活
用
し
た
い
考
え
で
す
。

　

稲
作
中
心
の
滋
賀
県
で
は
、

経
営
安
定
化
を
図
る
た
め
稲
作

だ
け
で
な
く
麦
や
大
豆
・
野
菜

な
ど
の
生
産
に
も
力
を
入
れ
、

水
田
を
フ
ル
活
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
転
換
畑
で
の
湿
害
や
干
ば

つ
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
圃
場
内
の
地
下
水

位
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
出
来
る
地
下
水
位
制
御
シ
ス

テ
ム「
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
」の
導
入
が

有
効
と
考
え
ま
し
た
。

　
F
O
E
A
S
と
は
、
地
中
に

埋
設
し
た
暗あ
ん

渠き
ょ

管
と
補
助
孔
、

水
位
制
御
器
を
通
じ
て
圃
場
内

の
地
下
水
位
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
に
よ
り
、
乾
燥
時
に

は
地
下
灌か
ん

漑が
い
、
大
雨
時
に
は
地

下
排
水
を
行
っ
て
、
湿
害
や
干

ば
つ
の
リ
ス
ク
や
豪
雨
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
作
物

の
生
育
に
合
わ
せ
て
適
期
に
最

適
な
土
壌
水
分
に
す
る
こ
と
が

可
能
で
、発
芽
ぞ
ろ
え
の
向
上
、

苗
活
着
促
進
、
品
質
・
等
級
の

JA
 Z

ennoh W
eekly

県
本
部
だ
よ
り

向
上
、
収
量
増
加
な
ど
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
「
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
」を
導
入
す
る

た
め「
営
農
モ
デ
ル
圃
場
」を
設

置
し
、
麦
・
大
豆
・
野
菜
の
品

質
・
生
産
性
向
上
と
農
業
所
得

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
実
証
試
験（
平
成
29
～
32
年

度
）を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
モ
デ
ル
圃
場
の

１
カ
所
で
は
60
㌃
で
キ
ャ
ベ
ツ

を
定
植
し
、
そ
の
後
も
畑
作
物

の
作
付
け
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
も
う
１
カ
所
は
62
㌃
で
小

麦
栽
培
の
実
証
に
取
り
組
み
、

そ
の
後
は
キ
ャ
ベ
ツ
を
作
付
け

る
予
定
で
す
。

　

設
置
し
た
営
農
モ
デ
ル
圃
場

で
は
、
作
物
の
単
収
や
農
業
所

得
、
資
材
費
な
ど
も
比
較
調
査

し
、検
証
し
て
い
き
ま
す
。

東近江市で開かれたFOEASの現地見学会

モデル圃場設置を伝える記
事（平成29年10月1日付
日本農業新聞近畿版）

水
田
を
フ
ル
活
用
し

麦
や
大
豆
・
野
菜
拡
大

平
成
32
年
度
ま
で

２
カ
所
で
実
証
試
験

ＦＯＥＡＳの概要
フ ォ ア ス
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News!

News!

旬のおいしい野菜をいっぱい食べて

カープディナートークショーで県産農畜産物ＰＲ

ＪＡビルで「だいこんたっぷり野菜鍋フェア」

オリジナルコース料理楽しみ、県産米食べ比べも

園芸部

広島県本部

　
園
芸
部
は
J
A
全
中
と
共
催
で
1
月
19
日
、東
京
・
大
手
町
の
J
A

ビ
ル
4
階
ミ
ノ
ー
レ
で「
だ
い
こ
ん
た
っ
ぷ
り
野
菜
鍋
」と
ダ
イ
コ
ン
の

即
売
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
広
島
は
平
成
29
年
12
月
18
日
、広
島
市
の
A
N
A
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
カ
ー
プ
デ
ィ
ナ
ー
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
き

ま
し
た
。県
産
農
畜
産
物
を
味
わ
っ
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
企

画
。広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
野
間
峻
祥
選
手
、鈴
木
誠
也
選
手
、西
川
龍
馬

選
手
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、県
産
農
畜
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
「
大
寒
」の
前
日
に
た
く
さ
ん

の
野
菜
を
食
べ
て
風
邪
を
吹
き

飛
ば
そ
う
! 

と
、秋
冬
だ
い
こ

ん
主
産
県
協
議
会（
千
葉
県
本

部
、神
奈
川
県
本
部
、徳
島
県
本

部
、長
崎
県
本
部
）の
ダ
イ
コ
ン

を
中
心
に
旬
の
野
菜
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
た
鍋
と
ダ
イ
コ
ン
を
販

売
し
ま
し
た
。㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
協

賛
の
鍋
ス
ー
プ
と
、
ダ
イ
コ
ン

や
ニ
ン
ジ
ン
を
ピ
ー
ラ
ー
で
薄

切
り
に
す
る
時
短
レ
シ
ピ
で
提

供
し
た
温
か
い
鍋
は
、
ラ
ン
チ

を
買
い
求
め
る
近
隣
勤
務
者
に

好
評
で
、
1
杯
1
0
0
円
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
予
定
終
了
時

　
定
員
3
0
0
人
の
う
ち
50
人

は
、8
～
9
月
に
県
内
の
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
実
施
し

た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
参
加
者

か
ら
抽
選
で
招
待
し
ま
し
た
。

　

広
島
県
本
部
は
会
場
内
に

ブ
ー
ス
を
設
け
、県
産
米「
恋
の

予
感
」「
あ
き
さ
か
り
」「
コ
シ
ヒ

カ
リ
」を
食
べ
比
べ
て
品
種
を
当

て
て
も
ら
う
企
画
を
実
施
。参
加

者
は
注
意
深
く
試
食
す
る
こ
と

間
前
に
完
売
し
ま
し
た
。

　
鍋
を
食
べ
た
人
た
ち
は
、「
鍋

で
体
が
温
ま
る
!
」「
昼
に
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
取
れ
た
」と
さ
っ
そ

く
即
売
会
場
で
旬
を
迎
え
た
ダ

イ
コ
ン
を
買
い
求
め
て
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、日
本
橋「
ゆ
か
り
」野

永
三
代
目
に
よ
る
和
食
塾
を
同

時
開
催
し
、
抽
選
で
選
ば
れ
た

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
秋
冬

だ
い
こ
ん
主
産
県
協
議
会
の
ダ

イ
コ
ン
と
㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
の
鍋

ス
ー
プ
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ
に

よ
る
講
義
に
は
、
手
軽
に
家
庭

で
作
れ
る
ダ
イ
コ
ン
レ
シ
ピ
に

驚
き
、
ダ
イ
コ
ン
P
R
を
行
っ

た
神
奈
川
県
・
三
浦
市
農
協
の

高
梨
部
長
の
コ
メ
ン
ト
に
メ
モ

を
取
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

で
普
段
あ
ま
り
気
付
か
な
い
品

種
に
よ
る
違
い
を
実
感
し
て
い

ま
し
た
。
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
選

手
も
食
べ
比
べ
に
挑
戦
。J
A

お
米
の
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
が
品
種

の
特
徴
を
解
説
し
ま
し
た
。
ま

た
、
料
理
に
使
っ
た
県
産
野
菜

や
抽
選
会
景
品
の
広
島
血
統
和

牛「
元
就
」と「
カ
ー
プ
応
援
米
」

の
提
供
に
も
協
力
し
、
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
広
島
市
の
大
学
生
、
鳥
井
遥

香
さ
ん
は「
選
手
に
会
え
て
幸

せ
な
時
間
で
し
た
。料
理
は
ど
れ

も
お
い
し
く
、
自
分
の
住
む
地

域
で
取
れ
た
野
菜
も
使
わ
れ
て

い
て
地
元
の
野
菜
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
広
島
県
本
部
は
今
後
も
、J
A

グ
ル
ー
プ
広
島
で
一
体
と
な
り

県
産
農
畜
産
物
の
認
知
向
上
と

消
費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

ダイコンをＰＲする三浦市農協の高梨部長
（左から2人目）

広
島
県
本
部
が
行
っ
た
県
産
米
３
品
種

の
食
べ
比
べ

ダイコンをはじめ旬の野菜
が入った鍋

62018 2.5 vol.831

JA
 Z

ennoh W
eekly

ニ
ュ
ー
ス
＆
ト
ピ
ッ
ク
ス



News!

News!

新しい天敵資材「バンカーシート」

大型トラクターの共同購入提案活動実施中

総合的害虫管理の基幹防除剤として期待

生産者の声を反映した 60 馬力クラス 1000 台目指す

営農・技術センター 農薬研究室

生産資材部

　
食
の
安
全
と
環
境
保
護
へ
の
強
い
関
心
が
高
ま
る
一
方
、生
産
現
場

で
は
農
薬
防
除
に
よ
る
薬
剤
抵
抗
性
問
題
を
受
け
、総
合
的
害
虫
管
理

（
I
P
M
）が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、全
農
は
天
敵
保
護
装
置「
バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
」を
用
い
た
I
P
M
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
全
農
は
、担
い
手
か
ら
の
生
産
コ
ス
ト
低
減
要
望
に
応
え
、生
産
現

場
の
声
を
反
映
し
た
60
馬
力
ク
ラ
ス
の
低
価
格
モ
デ
ル
ト
ラ
ク
タ
ー
の

共
同
購
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
共
同
購
入
の
取
り
組
み
」を
分
か

り
や
す
く
生
産
者
に
伝
え
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
D
V
D
（
動
画
）を
作

成
し
、全
農
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
ま
し
た
。今
後
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
動
画
は
担
い
手
へ
の
個
別
訪
問
時
や
会
議
・
研
修
会
な
ど
の
場
で
広

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
天
敵
利
用
は
、天
敵
の
使
用
タ

イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
こ
と
や
併

用
可
能
な
化
学
農
薬
が
限
ら
れ

る
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
は
、

天
敵
パ
ッ
ク
製
剤
を
耐
水
紙
で

包
ん
だ
も
の
で
あ
り
、気
温
・
湿

度
の
環
境
変
化
を
和
ら
げ
、農
薬

や
散
水
で
天
敵
パ
ッ
ク
が
濡
れ

る
こ
と
を
防
ぎ
、天
敵
が
生
存
し

や
す
い
環
境
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、天
敵
パ
ッ

ク
製
剤
と
と
も
に
使
用
さ
れ
る

天
敵
の
産
卵
基
質
お
よ
び
保
湿

　
共
同
購
入
の
目
標
台
数
は
全

国
で
1
0
0
0
台（
平
成
30
～

32
年
・
3
カ
年
）で
、県
域
担
い

手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
域

T
A
C
部
署
の
協
力
を
得
な
が

ら
生
産
者
へ
の
提
案
活
動
を
行

い
、
今
年
3
月
末
ま
で
に
共
同

購
入
事
前
申
し
込
み
の
と
り
ま

と
め
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
J
A
グ
ル
ー
プ
の
組
織
力
を

生
か
し
、
広
く
生
産
者
に
共
同

購
入
を
呼
び
掛
け
、
事
前
申
し

込
み
で
積
み
上
げ
た
台
数
を
背

資
材
に
よ
り
、長
期
間
に
わ
た
り

天
敵
カ
ブ
リ
ダ
ニ
が
放
出
さ
れ

る
た
め
、圃ほ

場じ
ょ
うに

害
虫
が
発
生
す

る
前
か
ら
設
置
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
に
は
、ハ
ダ

ニ
類
を
捕
食
す
る
ミ
ヤ
コ
カ
ブ

リ
ダ
ニ
パ
ッ
ク
製
剤
を
用
い
た

「
ミ
ヤ
コ
バ
ン
カ
ー
®
」と
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
類
、ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
を
捕

食
す
る
ス
ワ
ル
ス
キ
ー
カ
ブ
リ

ダ
ニ
製
剤
を
用
い
た「
ス
ワ
ル
バ

ン
カ
ー
®
」が
あ
り
、抵
抗
性
を

発
達
さ
せ
や
す
い
前
記
害
虫
へ

の
高
い
効
果
と
化
学
農
薬
使
用

回
数
低
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

全
農
は
営
農
・
技
術
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
で

実
証
試
験
を
行
い
、
バ
ン
カ
ー

シ
ー
ト
を
活
用
し
た
I
P
M
の

普
及
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

景
に
全
農
が
大
量
・
一
括
購
入

す
る
こ
と
で
、
担
い
手
へ
よ
り

安
く
供
給
す
る

こ
と
を
目
指
し

ま
す
。

害虫数を調べる担当者とイチゴへのバン
カーシートの設置状況㊤

説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

全農ホームページ「トラク
ターの共同購入」のコー
ナーはこちらから取り組みの説明動画はこちら

※
バ
ン
カ
ー
シ
ー
ト
は
、農
研
機
構
・
中
央
農

業
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
農
食
事

業（
実
用
開
発
ス
テ
ー
ジ
2
6
0
7
0
C
）

で
確
立
さ
れ
た
実
用
化
技
術
で
す
。
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JA全農提供ＦＭラジオ番組（ＴＯＫＹＯ ＦＭ/ＪＦN38局）
毎週土曜日13：00～13：55
東京・半蔵門のアースギャラリースタジオより生放送！

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

なお、ご紹介した商品は、2/14（水）まで、ＦＡＸでもご注文を承ります（ご自宅宛代金引換のみ）。

【ご注文方法】①商品名、規格、数量②郵便番号③住所④氏名⑤電話番号⑥FAX番号をご記入の
うえ、ＦＡＸ番号０３－５２１８－２５１７までご送信ください。
商品代金のほか、クール代、お届け先により送料が必要となります。

　新しく「岐阜いちご」のオリジナル品種に仲間入りした
「華かがり」をご紹介いたします。
　斉藤道三や織田信長とゆかりの深い岐阜城を山頂に構え
る金華山の「華」と、長良川鵜飼の「かがり火」を真っ赤な果
実に見立てて「華かがり」と命名されました。果皮は真っ赤
で、果形はきれいな円すい形をしています。従来ブランド
「濃姫」「美濃娘」に比べ、粒が一回り大きく、果汁たっぷりで
ジューシーな果肉が特長です。
　ぜひこの機会に新品種の「華かがり」をご賞味ください。

新
品
種 

【
華
か
が
り
】岐
阜
い
ち
ご

（
9
〜
12
粒
、化
粧
箱
入
り
）…
…

4
5
0
0
円

飛騨･美濃うまいもん広場（ＪＡ全農岐阜）

クーポントピックス ポイント

スマホアプリを公開中
JA全農のイベントや新商品に関する最新情報が
さらに充実！ 作動環境：スマートフォン iOS８以上　Ａndroid4.3以上

「食と農」の情報を広く消費者へ！

　コンクールには全国10県29JA
管内の186の小学校から5401点
の応募がありました。東京・大手
町の全農本所で行われた審査に
は143点が進出。厳正な審査の結
果、低学年（１、２年）、中学年（３、

４年）、高学年（５、６年）の各部か
ら計22点の入賞作品が選ばれま
した。
　審査講評では「ＬＰガスにまつ
わる思い出が描かれている作品
が多く、あらためて人々の生活に

　全農は33回目となるクミアイプロパン絵のコンクールの全国審査を行い、
特選など入賞を決定しました。　  　　　　　　　　　　　　　　 【燃料部】

特選など
決定

クミアイプロパンキャラクター
「キャッチくん」

ＬＰガスが不可欠であることが感
じられた」「どの部門もレベルが
高く、生き生きとした子どもの自
由な発想が描かれている作品が
複数あった」など高い評価の声が
ありました。

特選入賞作品

尾家遼さん（1年） 宮本明佳さん（3年） 樋口奄那さん（6年）

はな

きん  か  ざん

のうひめ み   の ひめ
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新しい天敵資材として期待が高い「バンカーシート」
（７面）

ア
メ
リ
カ
で
の
和
歌
山
産
柿
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
の

試
食
会
で
出
さ
れ
た「
あ
ん
肝
の
み
ぞ
れ
柿
あ

ん
か
け
」（
３
面
）

東日本大震災被災地を訪問し、福島県伊達市のJAふくしま未来の菅野孝志組合長㊨からあんぽ工房
みらいの説明を聞く長澤豊会長㊥と福島県本部運営委員会の大橋信夫会長（２面）
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このキャラクターの詳細は紙面のどこかに…

ＪＡズームイン（ＪＡごとう）
県本部だより（滋賀県本部）
ニュース＆トピックス（園芸部、広島県本部）
ニュース＆トピックス（営農・技術センター、生産資材部）
コミュニケーション（燃料部、ＪＡタウン）

アメ
リ
カ
で
和
歌
山
県
産
柿
Ｐ
Ｒ
イ
ベン
ト

3面

2
面長澤会長が東日本大震災被災地訪問
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